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世界で28制度、カバーしているGHG排出量は全世界の17％

世界で広がる排出量取引制度（ETS）

（出所） ICAP (2023) Emissions Trading Worldwide: Status Report 2023.  https://icapcarbonaction.com/en/publications/emissions-trading-worldwide-2023-icap-status-report

• 加えて、8制度が今後
数年の間に導入予定。
コロンビア、インド
ネシア、ベトナムを
含む。

• さらに12制度が検討
中。中には、初のア
フリカ（ナイジェリ
ア）も含まれる。

実施中（28）

構築中（8）

検討中（12）

https://icapcarbonaction.com/en/publications/emissions-trading-worldwide-2023-icap-status-report
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対象部門も増える傾向に

• 多くのETSは、電力部門・産業部門を対象部
門として開始。【図の青・水色】

• 加えて、区域内・国内の航空部門（国際航
空ではなく）を対象とする傾向が見える
（EU、イギリス、スイス、中国、韓国）。
【図の緑色】

• 加えて、近年では、運輸部門・建築物部門
を対象とする傾向も見えている。EU全体と
しても2027年から導入予定。【図の緑・黄
緑】

（出所） ICAP (2023) Emissions Trading Worldwide: Status Report 2023.  

https://icapcarbonaction.com/en/publications/emissions-trading-

worldwide-2023-icap-status-report

https://icapcarbonaction.com/en/publications/emissions-trading-worldwide-2023-icap-status-report
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1. 排出「量」の管理を通じて、着実な削減が達成できる
• 炭素税は「価格」を通じて

• 46〜50％削減目標との整合性確保

2. 社会全体で効率的な削減ができる

3. 炭素排出に価格が付くことで、排出量削減＝コスト削減となる
• いわゆる外部不経済の内部化

そもそもETS（排出量取引制度）の利点は？
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GX-ETSのスケジュール

（出所） GX実行推進担当大臣（2023）「我が国のグリーントランスフォーメーション実現に向けて」（第7回GX実行会議資料 令和5年8月23日）

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai7/index.html

• 現状、GX推進法で法制化されているのは2033年からの有償オークションのみ。

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai7/index.html
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GX-ETSの特徴と問題点（１）

• 各社の目標水準は「自ら設定」となっ
ているため、対象企業全体の取り組み
と国全体目標との整合性は確保されな
い。「NDC水準」が問われるのは、超
過削減分の創出可否のみ。事実上の排
出枠無償配布。

• 目標未達の場合の対応の一つとして、
「又は未達理由を説明」という選択肢
が残されており、削減確実性がさらに
下がることに加え、公平性のの課題も。

• （単年度ではなく）期間総量を対象に
している点、第三者検証を求めている
点などは良いポイント。

（出所） 経済産業省（2023）「GX-ETSの概要」（GXリーグシンポジウム 2023 講演資料） https://gx-league.go.jp/topic/#mtg01

https://gx-league.go.jp/topic/#mtg01
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排出枠価格が低迷（20ドル未満）した原因の一つが、安価な外部クレジットの流入

EU ETSからの教訓

（出所） ICAP (2023) Emissions Trading Worldwide: Status Report 2023.  https://icapcarbonaction.com/en/publications/emissions-trading-worldwide-2023-icap-status-report

安価なクレジット
（CDMからのCERs）の流入

排出枠があまり、価格が下がる

削減インセンティブがなくなる

https://icapcarbonaction.com/en/publications/emissions-trading-worldwide-2023-icap-status-report


GX-ETS：実効性のある排出取引制度とは？ 8

オフセット・クレジット利用を想定

GX-ETSの特徴と問題点（2）

• カーボン・クレジット市場
に参考となる価格形成を期
待している。

• EU ETSと同様に、ETS対象部
門での削減インセンティブ
を削ぐリスクもある。

• また、ここで行われた削減
は、他部門での削減とカウ
ントしないようにしなけれ
ば、国全体の削減カウント
の中で矛盾が生じる。

（出所） GX実行推進担当大臣（2023）「我が国のグリーントランスフォーメーション実現に向けて」（第7回GX実行会議資料 令和5年8月23日）

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai7/index.html

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/gx_jikkou_kaigi/dai7/index.html
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上限価格の設定 ⇔ 削減を促すに充分な価格

GX-ETSの特徴と問題点（3）

• 2020年に発表されたIEAのネットゼロシナリオでは、先進国の炭素価格は2030年時点で130ドルになることが
想定されている。また、2017年のカーボン・プライスに関するハイレベル委員会報告書（スティグリッツ氏・

スターン氏共同議長）では、2030年までに50〜100ドルの炭素価格が必要と結論づけている。

• 実績として、EU ETSは2023年2月時点で100ユーロを記録した。

（出所） GXリーグ設⽴準備事務局（2022）「来年度から開始するGXリーグにおける排出量取引の考え⽅について③」（GXリーグにおける排出量取引に関する学識有識者
検討会（第3回）資料 令和4年12月） https://gx-league.go.jp/topic/#mtg01

• こうした上限価格／価格抑制の
考え⽅はすでにGX推進法の中で、
有償オークションについて入っ
ている。

https://gx-league.go.jp/topic/#mtg01
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• 「自主性」を重んじ過ぎて、排出量取引制度のそもそもの利点である「量のコン
トロール」を放棄すれば、何のための制度か分からなくなる。

• 基本に⽴ち返り、国の目標と整合する「キャップ」（＝対象部門全体の排出上
限）を定める⽅式に⽴ち返るべき。

• 配慮のあまり、価格下落を招いたり、価格は上がらないという予見性を与えてし
まえば、結果として削減が進まなくなるリスクがある。EU ETSからの貴重な教訓。

• クレジットの利用や上限価格設定などは、いったんは禁止するか、極めて限られ
たケースのみに限定するべき。

まとめ


